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皆様方には、平素より新興感染症対策寄附講座の取り組みに、多大なご支援とご協力をいただ

き、深く感謝申し上げます。開設より２年が経過しました令和４年度の本寄附講座の活動報告書を

作成いたしましたので、御一読いただけましたら幸いです。 

 

新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに、日本の諸地域で感染症に専門的に対処できる

医師、医療スタッフの不足が存在することが露呈いたしました。特に呼吸器感染症は伝播が早く予

防が難しいという特徴を持っており、公衆衛生学的な大きな懸念事項であります。その対処に専門

的な知識を持ってあたることのできる人材、特に感染症専門医の育成が本講座の使命です。現在、

岡本真一郎特任講師を指導医として専門医取得のためのプログラムを進めております。本年度は

１名が感染症専門医を取得いたしました。昨今の医療はチーム医療で成り立っており、感染症診

療においても重要な点となります。専門医育成が大きな目的ではございますが、専門医を複数名

育成することにより、そこからスタッフ教育を進め、感染症におけるチーム医療が充実したものとな

るような潮流が出来上がっていくことを目指しております。 

 

本年の５月には新型コロナウイルス感染症は感染症法上の第５類に位置付けられることが決まっ

ております。行政上の取り扱いが変更されたとしても、疾病そのものには変更はございません。この

感染症だけではございませんが、引き続き講座設置の意味を反芻しながら地域住民の安心に寄

与できますよう努めてまいります。次年度以降につきましても引き続き暖かくご支援を賜れますよう

お願い申し上げます。 
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２ スタッフ一覧 

 

教授（兼任）  坂上 拓郎 （呼吸器内科学講座） 

日本内科学会 総合内科専門医・指導医 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医 

日本アレルギー学会 アレルギー専門医・指導医 

 

特任講師 岡本 真一郎（R2.11.1-） 

日本内科学会 総合内科専門医・指導医、 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医、 

日本感染症学会 感染症専門医・指導医 

日本化学療法学会 抗菌化学療法認定医・指導医 

日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症認定医 

ICD 制度協議会 認定インフェクションコントロールドクター 

 

特任助教 濵田 昌平 （R2.11.1-） 

日本内科学会 内科認定医 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医 

 

特任助教 西村 直（R3.4.1-） 

日本内科学会 内科認定医 

日本血液学会 血液専門医 
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３ 活動概要 

 

１．寄附講座設置概要 

 

＜講座の目的＞ 

新興感染症発生時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専門医の育成、パンデミック

の際に地域の最前線となる感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究等を行うこ

とを目的とする。 

 

 
＜設置期間＞ 

令和２年１１月１日から令和７年１０月３１日まで（５年間） 

 

 

＜寄付金額＞ 

令和２年度 １２，５０８千円 

令和３年度 ２９，５００千円 

令和４年度 ２９，５００千円 

 

 

＜主要活動目標＞ 

 

① 新興感染症発生時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専門医の育成 

 

② 感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究の取組 

 

③ 新興感染症に関するセミナーの実施  
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<寄附講座設置の概要> 

 

新興感染症は「これまで認知されていなかった感染症で、局地的あるいは、人物の移動による

国際的な感染拡大が公衆衛生上の問題となるような感染症」であり、２０００年以降の呼吸器感染

症に限っても２００３年の重症急性呼吸器症候群（SARS）、２００９年の新型インフルエンザパンデミ

ック、２０１２年の中東呼吸器症候群（MERS）などの流行が世界中で度々繰り返されてきた。さらに２

０２０年初めから全世界へ急速に拡大した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の大流行（パン

デミック）では我が国でも患者数の増減を繰り返しつつ全国的な拡大をみせ、地域での医療提供

体制の逼迫をきたすとともに国民の社会・経済活動に著しい制限を強いられることとなり、グローバ

ル化が進んだ現代社会における新興感染症パンデミックの脅威を目の当たりにすることとなった。

このような新興感染症の対処には臨床感染症学、感染症管理学に精通した医師が大きな役割を

果たすことになるが、全国的にも感染症専門医は約１６００名（うち熊本県内１８名）と少なく、感染症

診療の中心を担う全国の感染症指定医療機関でも専門医在籍は約３５％にとどまっているという現

状があり、臨床感染症学、感染症管理学に関する指導的役割を担う事のできる専門医の育成は喫

緊の課題である。このような背景から本寄附講座は現在流行中の新型コロナウイルス感染症を含

む新興感染症への対処を含め臨床感染症学、感染症管理学に関して広く指導的役割を担う事の

できる専門医の育成、流行期の感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究等を

行う事により今回の新型コロナウイルス感染症の流行において改めて認識された「新興感染症に

対する危機管理」、 新興感染症流行下での住民の安心・安全な社会生活・医療提供体制の維持

に貢献することを目的に熊本市の要請により２０２０年１１月に設置された。 
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２.熊本市および熊本県における感染症専門医の現状について（続報） 

 新興感染症対策寄附講座 特任講師 岡本真一郎 

 

 
１）熊本県内における感染症専門医数の状況（令和４年１２月現在） 

令和３年度に熊本市内の感染症認定研修施設にて１名の新規感染症専門医資格取得者があ

り、令和４年１２月の時点で熊本県内の感染症専門医在籍数は２０名（前年比＋１）となっている。

令和４年度の感染症専門医資格認定試験は１１月に実施されている。 

 

 
２）熊本県内における感染症専門医認定研修施設の状況 

令和４年度に新たに熊本市民病院、熊本中央病院の 2 施設が感染症専門医認定研修施設の

指定を受け、令和４年１２月現在の熊本県内における感染症専門医認定研修施設は熊本市内５、

上天草市１、水俣市１、合志市１の計８施設となった。認定研修施設のうち感染症指定医療機関は

熊本市１施設、水俣市１施設の２施設となった。また、熊本医療センターは暫定指導医による連携

研修施設に指定されている。 
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３）熊本県内の感染症指定医療機関と感染症専門医在籍および施設認定状況 

結核病床を除いた熊本県内の感染症指定医療機関の一覧を表２に示す。 

県内の感染症指定医療機関の設置状況には特に変化はなかったが、熊本市民病院が感染症

学会研修認定施設に指定されたことにより、感染症専門研修が可能な感染症指定医療機関は２

施設となった。 

 
４）感染症専門医認定研修施設数と感染症専門医数の他県との比較 

前述のごとく、熊本県内の感染症専門医認定研修施設は６施設から８施設へと増加し、県内の

感染症専門医数は２０名となった。県内の認定研修施設数を人口１００万人あたりでみると３．４３か

ら４．５８への増加となり、全国平均３．４９、九州地区平均４．２７と比較すると、施設が増加したこと

で全国平均レベルから九州地区の平均レベルにまで増加したことになる。したがって、研修可能な

施設数としては平均的なレベルに達してきているように思われる（図１）。しかし、施設当たりの専門

医数の目安として、専門医数を地域の研修施設数で除した値を比較してみると、熊本県は２．５０と

なり、全国平均３．８３、九州地区平均５．１３と比較するとかなり低い値となっている。この値からは、

熊本県では他地区と比較して専門医が各施設に少数ずつ分散して在籍し、施設ごとでみると専門

医の在籍数が充実していないということが示唆される。施設での感染症診療体制の維持、教育体

制の充実を考えると、基幹・中核病院での専門医複数体制が理想であり、県内でも更なる感染症

専門医の育成促進が望まれる。現在の研修施設数で全国平均から九州地区平均レベルの専門

医数を算定すると３０～４０名となり、現状でも１０～２０名は不足した状態と推定される。 
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おわりに 

熊本県内の感染症専門医数、感染症専門医認定研修施設は増加傾向にあるものの、施設あた

りの感染症専門医数が少ない傾向があり、診療、教育体制の維持、拡充のために更なる感染症専

門医の育成が望まれる。新興感染症対策寄附講座では本年度以降当初予定の６名が順次感染

症専門医試験の受験資格を取得する予定である。また本年度より熊本県の寄附により感染症対策

実践学寄附講座が開設され、感染症専門医の育成、メディカルスタッフへのリカレント教育の充実

などが図られるようになった。このことにより熊本市内のみならず熊本県内での感染症専門医育成

環境がさらに整備され、感染症診療体制の拡充に寄与することが期待される。 

 
参考資料 

・日本感染症学会 Web サイト 専門医制度 

（https://www.kansensho.or.jp/modules/senmoni/index.php?content_id=1） 

・厚生労働省：感染症指定医療機関の指定状況 

（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou15/02-02.html） 
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図１：感染症専⾨医数と認定研修施設数の⽐較
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４ 活動報告 

 

１．感染症専門医の育成 

 
令和４年度に所定の研修年限を満たしたプログラム参加医師１名が感染症学会専門医資格認

定試験を受験し、専門医資格を取得した。引き続き、新興感染症対策寄附講座において５名が

「感染症専門医育成プログラム」に基づく研修を受講中である。（令和５年３月時点）受講中の５名と

も基本領域学会（内科）の専門医（認定医）資格を有し、３年間の感染症学会認定施設での研修

（上記プログラム）を含む研修要件を満たしたうえで感染症学会専門医資格認定試験受験資格を

取得すべく、研修をすすめている。 

また、指導医資格を有する当院の感染症専門医２名（うち１名は新興感染症対策寄附講座所

属）の指導のもと、呼吸器内科および血液・膠原病・感染症内科、感染免疫診療部での感染症患

者の診療を中心に臨床経験を積むとともに、他診療科からの感染症コンサルテーションの対応も

行っている。加えて、病院内感染対策および抗菌薬適正使用について、毎週開催されるインフェク

ションコントロールチーム（ICT）、抗菌薬適正使用支援チーム（AST）でのミーティングおよび症例

検討に参加している。来年度以降も上記の活動を通じ、専門医資格取得者を増加すべく育成を行

っていく。 
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２．研究の取組 

 
令和４年度は呼吸器感染症の一つである肺ノカルジア症に対する薬物治療実態と効果につい

ての多施設共同研究についてとりまとめ、論文投稿中である。 

感染免疫診療部と連携して感染症医療対策に関連する研究を行っている。また、熊本市保健

所と共同で新型コロナウイルス感染症患者急増時の患者対応を評価するための疫学的検討を進

めている。 

 
 
 
３． セミナー等の開催 

 

新興感染症対策寄附講座の活動目標として医療者、行政担当者も含めた多職種を対象とした

セミナーを年２回以上企画・実施している。令和４年度の開催実績は以下の通りである。 

 
 
・令和４年度前期（令和４年１０月３１日） 

熊本大学病院 新興感染症対策寄附講座 令和４年度セミナー 

「高齢者施設等での新型コロナウイルス感染対策 ～日常を取り戻す社会に対応するために～」 

 

・会場：市民会館 シアーズホーム 夢ホール（ハイブリッド開催） 

 

 
・令和４年度後期（令和５年 1 月２１日） 

熊本大学病院 令和４年度 感染症セミナー 

「地域を守る感染症対策 ～熊本からの発信～」 

（感染症対策実践学寄附講座との共同開催） 

・会場：熊本城ホール（ハイブリッド開催） 
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＜各セミナーの実施概要＞ 

● 令和４年度前期セミナー 

 

高齢者施設等での新型コロナウイルス感染対策 

～日常を取り戻す社会に対応するために～ 

 

日時 令和４年 １０月３１日（月）１８：００～１９：３０ 

会場 市民会館シアーズホーム夢ホール大会議室 

 

開催概要： 

令和４年１０月３１日に市民会館シアーズホーム

夢ホール大会議室において、高齢者福祉施設等

関係者を主な対象とした新型コロナウイルス感染

症対策に関するセミナーを開催した。 

新型コロナウイルス感染症の感染状況や受講

者の利便性を考慮し、現地開催と Zoom ウェビナ

ーを利用した Web 配信のハイブリッド開催にて実

施した。 

参加者は２０７名であり、アンケートの結果、回

答者全員が「理解できた」、「まあ理解できた」と回

答した。「コロナ感染対策の基本的なことや感染対

策の落とし穴としてゾーニングに対しての考え方を

しっかり学ぶことができた」、「施設全体で再度研

修を行いたい」等の感想が多数寄せられ、高評価

を得ることができた。 

また、今後取り上げてほしいテーマとして「コロナやインフルエンザ等の感染対策で注意すべき

こと」、「BCP（業務継続計画）の作成について」等が挙げられており、今後のセミナーを計画する上

で参考としたい。セミナー動画は開催後にアーカイブ配信として YouTube 限定配信による期間限

定配信を行い、ハンドアウト資料、質疑応答内容については新興感染症対策寄附講座の Web ペ

ージより閲覧可能とし、関係施設での活用を図った。 

 

＜参加者内訳＞ 

会場参加者 ６４名（医療介護福祉関係者１７名、行政関係４７名） 

WEB 聴講者 １４３名（医療介護福祉関係者 １２２名、行政関係１８名、不明３名） 

（総参加者数 ２０７名）  
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● 令和４年度後期セミナー 

 
地域を守る感染症対策 

～熊本からの発信～ 

 

日時 令和５年 １月２１日（土） １３：３０～１６：１０ 

会場 熊本城ホール ３F 大会議室 A1 

 

開催概要： 

令和５年１月２１日に、熊本城ホールにおいて熊

本大学感染症対策実践学寄附講座との共同でセミ

ナーを開催した 

外部講師として阿蘇市病院事業管理者 兼 阿蘇

医療センター院長 甲斐豊先生、東京都健康安全

研究センター所長 吉村和久先生を招聘し、甲斐先

生には地域中核病院を中心とした、地域における新

型コロナウイルス感染症対策を中心とした取り組み

の実践について、また、吉村先生には新型コロナウ

イルスのパンデミック初期からの検査体制の確立や

ウイルス変異や流行拡大に対応した地方衛生研究

所の取り組みや情報発信など、感染症への危機対

応における地方衛生研究所の役割及びその重要性

についてご講演いただいた。 

質疑応答では参加者から多くの質問があり、活発

な議論が行われた。参加者は１３３名であり、アンケートの結果、回答者の９７％が「理解できた」、

「まあ理解できた」と回答した。「地域医療、中央での取組がよく理解でき有意義なセミナーだった」、

「コロナ対応のようなこれまで我々が経験したことがない大きな課題への初期対応・情報共有の重

要性を改めて痛感した。」等様々な感想が寄せられ、高評価を得ることができた。 

また、今後取り上げてほしいテーマとして「５類へ移行した後の医療機関の対策の変化」、「熊本

県での感染症の動向」等が挙げられており、今後のセミナーを計画する上で参考としたい。セミナ

ー動画は開催後にアーカイブ配信として YouTube 限定配信による期間限定配信を行い、ハンドア

ウト資料、質疑応答内容については新興感染症対策寄附講座の Web ページより閲覧可能とし、関

係者への周知を図った。 
 
＜参加者内訳＞ 

会場参加者 ２５名 Web 聴講者 １０８名 （総参加者数１３３名）  
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Outbreak.info 2021/10/22

A

B.1.1 B.1.1.214

R.1

VOC

L452R

L452

PCR
(2021.2.16~10.23)

2021 2 E484K(R1 )→N501Y( )→L452R

N501Y 2020 12 28
E484K 2021 2 15
L452R 2021 4 30
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PCR B
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39 bp
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…
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πCodeTM
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http://www.tokyo-eiken.go.jp/lb_virus/kansenshou/virus_gazou/sars-cov-2/

A

B.1.1 B.1.1.214 B.1.1.7 B.1.617.2

BA.5

BA.1 BA.2 

B.1.1.284

Accession No.
TKYE641838_2020 D614G LC606020 B.1.1.214 N:R203K N:G204R N:M234I
TKYT76080_2021 E484K LC623948 R.1 N:S187L N:R203K N:G204R N:Q418H
TKYT78062_2021 N501Y LC606022 N:D3L N:R203K N:G204R N:S235F
TKYTK1734_2021 L452R LC632066 N:D63G N:R203M N:D377Y
TKYTK5356_2021 E484Q, L452R LC632067 N:R203M N:D377Y

N

TKYE641838_2020 1.3.E+05
TKYT76080_2021 1.7.E+05
TKYT78062_2021 2.9.E+05
TKYTK1734_2021 3.8.E+05
TKYTK5356_2021 1.4.E+05

PCR 5 (copies/μL)

×102 ×103 ×102 ×103 ×102 ×103 ×102 ×103 ×102 ×103

A + + + + + + + + + +
B + + + + ± +
C + + + + +
D + + + + + ± +
E + + + + +
F + + + + +
G + + + + +
H + + + + +
I
J + + + + + + + + + +

102 103

TKYE641838_2020 TKYT76080_2021 TKYT78062_2021 TKYTK1734_2021 TKYTK5356_2021
 R.1

N501Y L452R L452R+E484QE484K
B.1.1.7  B.1.617.2  B.1.617.1B.1.1.214 

- -
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４．感染症に対する診療活動 

 

新型コロナウイルス感染症入院患者受け入れ（令和５年２月末時点） 

 

熊本大学病院での新型コロナウイルス感染症の診療については、令和３年１月より人工呼吸管

理や ECMO の適応となる重症患者の受け入れを開始しており、また、緊急確保病床として県内の

感染フェーズに応じて中等症以下の入院症例の受け入れを行っている。令和４年度も引き続き国

内での感染流行の拡大が認められ、新型コロナウイルス感染症患者の入院診療への対応にあた

った。 

 

重症患者の診療は呼吸器内科、血液・膠原病・感染症内科、感染免疫診療部、感染症対策実

践学寄附講座および新興感染症対策寄附講座医師からなる主治医チームを組織し、集中治療部

医師と協働して診療にあたった。令和４年１月から令和５年２月（第６～８波）での重症病棟患者受

け入れは３０例であった。 
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当院での中等症患者入院受け入れにかかる緊急確保病床は、新型コロナウイルス感染症流行

拡大に伴い令和４年１月～３月（第６波）、同７月～9 月（第７波）、同１２月～令和５年２月（第８波）

にそれぞれ開設され、内科系医師による診療チームの中軸として新興感染症対策寄附講座医師

も診療に貢献した。各開設時期における患者受け入れ数は、第６波６６名、第７波１５０名、第８波１

１３名であった。 

 
 
 
また、診療活動の一環として新興感染症対策寄附講座医師も院内の感染対策活動にインフェク

ションコントロールチーム（ICT）の一員として参加し、新型コロナウイルス感染症のマニュアル整備、

診療相談ならびに院内クラスター事例の感染対策対応などに取り組むとともに、通常の院内感染

症事例のコンサルテーション、抗菌薬治療支援、院内感染対策にも積極的に取り組んだ。 
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interstitial lung disease in patients with lung cancer and interstitial lung disease treated with chemotherapy. 
Int J Clin Oncol. 25:681-690, 2020. 
 
Inoue Y, Nishimura N, Murai M, Matsumoto M, Watanabe M, Yamada A, Izaki M, Nosaka K, Matsuoka M. 
Prevention of acute graft-versus-host disease in adult T-cell leukemia-lymphoma patients who received 
mogamulizumab before allogeneic hematopoietic cell transplantation. Int J Hematol, doi: 10.1007/s12185-
021-03250-3, 2021. 
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【論⽂：邦⽂】 
＜令和 4 年度＞ 
⽳井 盛靖, 岡本 真⼀郎, ⼭⽥ ⻯也, 本岡 ⼤和, 塩⾒ 太郎, 濱⽥ 昌平, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, 
坂上 拓郎. 分画肺内に Mycobacterium intracellulare 感染を合併した肺葉内肺分画症の 1 例. 結核 97:335-
339, 2022. 
 
古川 嗣⼤, 岡本 真⼀郎, 中嶋 啓, 猪⼭ 慎治, 吉⽥ 知栄⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, ⻲井 克彦, 
坂上 拓郎. ⾷道癌化学放射線治療後に発症した Schizophyllum commune(スエヒロタケ)によるアレルギ
ー性気管⽀肺真菌症の 1 例. 気管⽀学 44: 193-198, 2022. 
 
⾚池 公孝, 岡本 真⼀郎, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, 河中 功⼀, 坂上 拓郎．画像所⾒で後縦隔腫瘍との鑑別が
困難であったウエステルマン肺吸⾍症の 1 例．⽇本呼吸器学会誌 11: 41-44, 2022. 
 
＜令和 3 年度＞ 
廣瀬 美乃⾥, 坂⽥ 晋也, ⼩松 太陽, 吉⽥ 知栄⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, 岡本 真⼀郎, 坂上 拓郎．ロルラ
チニブの減量隔⽇投与が奏効した⾼齢者 ALK 陽性⾮⼩細胞肺癌の 1 例. 肺癌 61: 336-341, 2021.  
 
【学会発表（国際学会）】 
＜令和 3 年度＞ 
Hamada S, Inaba M, Tamanoi D, Akaike K, Masunaga A, Tomita Y, Okamoto S, Tashiro Y, Hirata N, 
Yoshinaga T, Ichiyasu H, Sakagami T. Efficacy and safety of first-line therapy for pulmonary nocardiosis; 
trimethoprim/sulfamethoxazole versus alternative antibiotics. Congress of the Asian Pacific Society of 
Respirology (APSR 2021). 2021.11.20-21, Kyoto, Japan. 
 
【学会発表（国内・総会）】 
＜令和 4 年度＞ 
濵⽥昌平、⼀安秀範、岡林⽐呂⼦、⾚池公孝、増永愛⼦、冨⽥雄介、佐伯祥、坂上拓郎. 間質性肺疾患に併
発する肺⾎栓塞栓症の臨床像. 第 62 回⽇本呼吸器学会学術講演会. 2022.4.22-24. 京都市. 
 
村本 啓, 後藤 由⽐古, ⽯丸 裕⼦, ⽯塚 志穂, 城臺 安⾒⼦, ⾚池 公孝, 岡林 ⽐呂⼦, 佐伯 祥, 吉⽥ 知
栄⼦, 岡本 真⼀郎, ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. 肺野型肺癌に対する EBUS-GS の診断率に関与する因⼦の検
討．第 45 回⽇本呼吸器内視鏡学会学術集会 2022.5.27-28. 岐⾩市.  
 
尾⽥ ⼀貴, ⽚野⽥ 朋美, 岡本 真⼀郎, 中⽥ 浩智, 齋藤 秀之. ダプトマイシン低感受性化およびリネゾ
リド耐性化に⾄った MRSA による感染性⼤動脈瘤感染症難治例の 1 例. 第 70 回⽇本化学療法学会総会. 
2022.6.3-5. 岐⾩市. 
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濵⽥昌平、増永愛⼦、岡本真⼀郎、⼀安秀範、坂上拓郎. 当院における肺⾮結核性抗酸菌と肺アスペルギル
ス症の合併例の臨床的特徴. 第 97 回⽇本結核・⾮結核性抗酸菌症学会学術講演会. 2022.7.1-2. 旭川市. 
 
⻄村 直, 辻橋 みずほ, 和⽥ 敦司, 平野 太⼀, 井上 明威, 遠藤 慎也, 徳永 賢治, 松岡 雅雄. 同種移植後
に早期再発を来した菌状息⾁症に対し、brentuximab-vedotin が有効であった⼀例. 第 45 回⽇本造⾎・免
疫細胞療法学会総会 2023.2.10-13. 名古屋市 
 
和⽥ 敦司、⻄村 直、平野 太⼀、遠藤 慎也、樋⼝ 悠介、徳永 賢治、七條 敬⽂、⽴津  央、安
永 純⼀朗、野坂 ⽣郷、松岡 雅雄 
当院における成⼈ T 細胞⽩⾎病に対する PTCy を⽤いた HLA 半合致移植の治療成績 
第 45 回⽇本造⾎・免疫細胞療法学会総会 2023.2.10-13. 名古屋市 
 
＜令和 3 年度＞ 
城臺 孝之, 坂⽥ 晋也, ⽥嶋 祐⾹, ⾼橋 ⽐呂志, 天神 佑紀, 岡本 真⼀郎, 岸 裕⼈, 藤井 ⼀彦, 福⽥ 浩
⼀郎, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, 岩越 ⼀, 坂上 拓郎. 熊本市における COVID-19 肺炎の臨床的特徴と画像所⾒. 
第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
坂⽥ 晋也, 城臺 孝之, ⾼橋 ⽐呂志, ⽥嶋 祐⾹, 天神 佑紀, 岡本 真⼀郎, 岸 裕⼈, 藤井 ⼀彦, 福⽥ 浩
⼀郎, ⼀安 秀範, 岩越 ⼀, 坂上 拓郎. 肥満症例における COVID-19 肺炎の臨床的検討および画像解析. 
第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
濱⽥ 昌平, ⼀安 秀範, ⽳井 盛靖, ⾚池 公孝, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, 坂上 拓郎.  
呼吸器疾患患者におけるリバーロキサバンとエドキサバン内服中の出⾎リスクと PT-INR の解析. 第 61 回
⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
増永 愛⼦, ⽳井 盛靖, ⾚池 公孝, 濱⽥ 昌平, 吉⽥ 知栄⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. 
間質性肺疾患における⾎清 SP-D 値についての検討. 第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東
京. 
 
⾚池 公孝, 猿渡 功⼀, 松島 遼平, 藤野 孝介, ⾼橋 ⽐呂志, 濱⽥ 昌平, 冨⽥ 雄介, 増永 愛⼦, 佐伯 祥, 
⼀安 秀範, 池⽥ 公英, 鈴⽊ 実, 坂上 拓郎. 間質性肺炎合併肺癌の 18F-FDG PET/CT 検査における間質
性陰影の SUVmax と術後急性増悪に関する検討. 第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
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⻄村 直, ⾦ 成元, 川俣 豊隆, 細⽻ 梨花, 内⽥ 智之, 伊藤 歩, ⽥中 喬, 稲本 賢弘, 今井 陽⼀, 
安達 英輔, 四柳 宏, 南⾕ 泰仁, 東條 有伸, 萩原 政夫, 内丸 薫, 福⽥ 隆浩. SARS-CoV-2 感染
後に同種造⾎幹細胞移植のタイミングに苦慮した成⼈ T 細胞⽩⾎病の１例. 第７回⽇本 HTLV-1 学会学術
集会. 2021.11.5-7. 熊本市 
 
 
【学会発表（国内・地⽅会）】 
＜令和 4 年度＞ 
⿊⽊美樹、濵⽥昌平、秋原健⼈、今井美友、⽳井盛靖、城臺孝之、岡林⽐呂⼦、猿渡功⼀、冨⽥雄介、⼀安
秀範、坂上拓郎. 重症呼吸不全を呈した⾎管内⼤細胞型 B 細胞リンパ腫に化学療法が著効した⼀例. 第 91
回⽇本呼吸器学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2022.10.14-15. 熊本市. 
 
濵⽥昌平、⾼⽊僚、⾚池公孝、岡林⽐呂⼦、増永愛⼦、冨⽥雄介、岡本真⼀郎、⼀安秀範、坂上拓郎. 慢性
進⾏性/侵襲性肺アスペルギルス症における β-D グルカンの推移と予後の関連. 第 92 回⽇本感染症学会
⻄⽇本地⽅会学術集会・第 64 回⽇本感染症学会中⽇本地⽅会学術集会・第 69 回⽇本化学療法学会⻄⽇本
⽀部総会. 2022.11.9-11. ⻑崎市. 
 
秋原健⼈、濱⽥昌平、⿊⽊美樹、⽳井盛靖、今井美友、猿渡功⼀、冨⽥雄介、⼀安秀範、坂上拓郎. FDG-
PET が診断に有⽤であった再発性多発軟⾻炎の 1 例. 第 90 回⽇本呼吸器学会九州⽀部 春季学術講演会. 
2023.3.11. 熊本市. 
 
坂⽥ 亮, 村井 優之, ⼤徳 勇⼈, 堀江 英顯, 辻橋 みずほ, 坂⽥ 康明, ⻄村 直, 平⽥ 真哉, ⽴津 央, 松
岡雅雄. 視⼒障害を契機に診断に⾄った再発性多発軟⾻炎の 1 例. 第 340 回⽇本内科学会 九州地⽅会 
2023.1.21. 福岡市 
 
＜令和 3 年度＞ 
町⽥ 紘⼦、城臺 孝之、⽳井 盛晴、城臺 安⾒⼦、坂⽥ 晋也、濵⽥ 昌平、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 秀
範、坂上 拓郎. 定位放射線治療後の放射線脳壊死に対しベバシズマブを使⽤した転移性脳腫瘍を有する肺
腺癌 6 例の検討. 第 87 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九
州⽀部 秋季学術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市.  
 
泉 拓希、濵⽥ 昌平、⼭⽥ 美喜⼦、塩⾒ 太郎、城臺 安⾒⼦、村本 啓、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 秀範、
坂上 拓郎. 再検査で尿中抗原陽性となったレジオネラ肺炎の 2 例. 第 87 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病
学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市. 
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濱⽥ 昌平. 感染症⼊⾨講座 4: ニューモシスチス肺炎診療の問題点〜既存の間質性肺疾患と non-HIVPCP
〜. 第 91 回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会・第 64 回⽇本感染症学会中⽇本地⽅会学術集会・第 69
回⽇本化学療法学会⻄⽇本⽀部総会. 2021.11.5-7. 岐⾩市.  
 
尾⽥ ⼀貴、⽚野⽥ 朋美、岡本 真⼀郎、中⽥ 浩智. ダプトマイシン低感受性化およびリネゾリド耐性化に
⾄った MRSA による感染性⼤動脈瘤難治例の 1 例. 第 91 回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会・第 64
回⽇本感染症学会中⽇本地⽅会学術集会・第 69 回⽇本化学療法学会⻄⽇本⽀部総会. 2021.11.5-7. 岐⾩市.  
 
＜令和 2 年度＞ 
濵⽥ 昌平. シンポジウム 1.［ 呼吸器感染症の最新の知⾒ ］3. 既存の間質性肺疾患はニューモシスチス
肺炎の予後と関連するか？第 85 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾
患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
 
増⽥ 優⾐⼦、吉⽥ 知栄⼦、⼩松 太陽、橋 ⽐呂志、坂⽥ 晋也、岡本 真⼀郎、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 
秀範、坂上 拓郎. 神経調節性失神を合併した⾮⼩細胞肺がんの⼀例. 第 85 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病
学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
 
森 遼介、古川 嗣⼤、⽯丸 裕⼦、猪⼭ 慎治、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、岡本 真⼀郎、⼀安 秀範、溝部 孝則、
坂上 拓郎. 不正性器出⾎が診断契機となった肺腺癌術後の両側卵巣転移再発の 1 例. 第 85 回⽇本呼吸器
学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-
31. 福岡市. 
 
古川 嗣⼤、吉⽥ 知栄⼦、⽯丸 裕⼦、中嶋 啓、 坂⽥ 晋也、岡本 真⼀郎、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、 ⼀安 
秀範、坂上 拓郎. ⽚側性浸潤影を呈し肺炎との鑑別を要した⼼原性⽚側性肺⽔腫の⼀例.第 85 回⽇本呼吸
器学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-
31. 福岡市. 
 
【講演会・セミナー：講師】 
＜令和 4 年度＞ 
岡本 真⼀郎. 「再確認！ 新型コロナウイルス感染対策の基本」. 熊本⼤学病院 新興感染症寄附講座 令
和 4 年度セミナー. 2022.10.31. 熊本市. 
 
岡本 真⼀郎. 「⾎管内留置カテーテル関連⾎流感染のマネージメント」. 熊本県病院薬剤師会 令和４年度 
第 2 回感染制御研究会研修会. 2022.11.10. 熊本市. 
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岡本 真⼀郎. 在宅⾼齢者の「肺炎治療と予防」を考える. 熊本在宅ドクターネット研修会. 2022.11.30. 熊
本市. 
 
＜令和 3 年度＞ 
岡本 真⼀郎. 新型コロナウイルス感染症診療 〜２年間の総括と今後の課題〜. 新型コロナウイルス感染
症セミナー. 2021.11.26. 熊本市.  
 
岡本 真⼀郎. 「新型コロナウイルス感染症診療の現状と対策」 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の疫学と診断. 第 84 回 熊本⼤学病院群 ⽣涯教育・研修医セミナー. 2021.5.19. 熊本市. 
 
岡本 真⼀郎. ⾼齢者肺炎に対する抗菌薬の使い⽅・考え⽅. 感染症 WEB セミナー in KUMAMOTO 〜肺
炎の予防・診断・治療. 2021.11.18. 熊本市.  
 
＜令和 2 年度＞ 
岡本 真⼀郎. 「感染症と抗菌薬」 トピックス：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について. 第 44
回熊本⼤学病院臨床カンファレンス. 2020.12.15. 
 
岡本 真⼀郎. 呼吸器感染症診療 2020-21 〜今冬をいかに対応するか〜. With コロナ時代の呼吸器感染症
ウェビナー in 熊本. 2020.12.3. 熊本市. 
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